


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































M　 soide　 an◎　 ciqto　 ki董）a圭jaraN難aき　SUmaN
　　それで　　あのう　少し　　　頑張らなさらなきゃ　　　いけなし㌔
Shai　soramo：gaqcui　hut◎i　jaqtehut・i　jaraN
　　はい，　それは　もう，　ほんとに　　　一人に　　　やって，　一人に　　　やらんと
　　　　137）
　　ZjU　wake鷲a・ikaNsi　OhaNtaqmO　kOma彗aikOte
　　いう．　わけには　　　行かないし・　あなた達も　　　　困られる　　　　　ことです
　　na：
　　ね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』．．＿　　．　　　　・．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疋
鷲　ha：i　jaNdo：
　　　はい，　　そうですよ。　　　　　　　　　　　　　　　　．・・’
S　【no：　geNka　jaqPai　hiqbikU　SUi　goq　ate　na：
　　もう　　イ可だか　　　やはり　　　　ひいきを　‘1／・する　　ように　あって　　：ね。
　　aN　hutobaqkai　jaqte　cju：te　na：
　　あの　入にばかり　　　　　　やって　　　と雷って　　　ね。
麗　hai
　　はい。
Shoide’mo：atainaNdomo　iqsjok：e襲mei　naq◎qta一
　　それで　　もう，　私なども　　　　　　　一所懸命に　　　　　　なって　いるの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　138）
　　hide　kQNR蚕3doma　jokaNsodai
　　ですから　今夜こそ　　　　　　　よろしいでしょう。　　　　．二　㍉　．；、
MmO　keN　Site　gaqCUi　edOkeN－simO　ohikakete
　　もう　こう　　して　　ほんとに　　　耳輪の口中も　　　　　押し『かけて
　　kijareba　1｝a：
　　来なされば‘．　　　ねo
S　a：i
　　はい。
磁d。ke」、玉zaq凝99）。。。i・。、。t。q，jaNmo。抑、…
　　どこに　　やり先も　　　　　無くて　　　　お父さんも　　　　　心配　　　　　．…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　75一
S
護眠茜
S
護覧蕊
S
琿
S
M
S
麓
濃畿de鷺：　．’
z｛aNdo　　na：
そうですよ　　ね、
ciqto　 ki遷）aqte
少し　　　精出して，
hai
はい。
　　　　l40）
hi二ba玉deN　site　t◎i∫araNd◎kai　na
昼の操業でも　　　　して　　　（魚を）とられないだろうか　ね。
hai　z∫aqto：he　Nnok◎te　na：pa．anc童qt◎naqga
はい，　そうよ。　　　　ほんとに　　　　　ね，　　も少し　　　　舐が
1◎kaコ∂hi：bai　sureba　mada　nihoNdeN　saNboNdeN
よければ，　　昼の繰業　　　すれば　　　　まだ　　　2本でも　　　　　3本でも
Ga：　toreN　C蚕u　koq・m◎．　nakataqdONkaraN　aqcja：
ね，　　とれないと　いう　　ことも　　　無いのだけホども，　　　　　　　あちらは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　141）
ffe｝l　jaqtadokai　na　koN　kaigataNheNna　t◎relta一
どんな　　だったろうか　　　　　ね　　この　　　海潟のあたりは　　　　　　　　（魚は｝と
Ndoj◎　na：・
潔ないでしょうよね。
ka！gataga　soide　toreN　CU£e　k．◎qci・se：　neqkara
海潟力㍉　　　　　　それで，　　とれない　　といって，こっちへ　　　　　みんな
。扇kakete　kilatataqde　na：
押しか1ナて　　　　来られたんで　　　　　ね。　　　　　　　、
e：　ha：i
り　　め
えズ、，　はや、o
doke　3aqtaka　lu：be　taq　ki’5aqta　tok◎ia
どう　　だったか・　　　昨夜（火を）　焚かれた　　　　　　　処は。
．i　u：b。a、q，i。，。b。・k、｛48）」asit。，。
咋夜は　　　あっち，　　濾辺の潟　　　　　　でしたよゆ
6・：．　・．
ええ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一76一
Sah圭komo　na：肇aqP．a玉mataN
　　　あそこも　　　　ね，　　やはり　　　　又の
koN　zakowa
この　　雑魚は
匿
玉
N
a
に
．
」
闇
　　　　　　　　　　i　14　3）
katamaqtaqdol“　na：
かたまるのだが　　　　　　ね。
a，
3e
鶉
　
き
r
承
「
a
な
a　’?　」一
，あそ
M　hai
　　　はいM
S　koNdol“
　　今度の
ロ　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　の
ヌarn笠Z礁，a
闇までは
ikeN1〈．　．g．　ko：　zak．oga
次んだ恥　　ζう　　雑承が、
　　　　　1・g）
baraqci
ばらっと
量
る
　
、
◎
、
q
℃
ロ
ス
s
し
コ
凄0捻a
ような
huni
風に，
罫4〔　e：　．se碧　 ziahika
　　争え1，そう　　ですか。．：
S　ha：isOgeN　i◎na　huni　SeNZJVrOLN瑚
　　はい。　　そんな　　　ような　　具合に　　船頭ざんが
tv1　e：　sosite　zakewa　ciqta
　　ええ，そして』　　雑．魚は　　　少しは
S　a：　rp．a：　zakoN
　　はあ，　まあ　　雑魚の
　　重繧6）
kataga
型が
　　　　　　　］45）
乞Onla為ikao
のζ．秘ますか。
jokade　na：
よViカtSら　　　fl，　2Q
の
jUOraqtagao
言っておられ窪よ。
擁　ha玉
　　1はい。
　　　　t
S　rna：
　　まあ，
jaqpa重
．｝mp．はり　．ヒ・．
　　　　　147）
haqgowa　mo：
　8合は　　　　　もう・，
tomiaroci　omocjoqd“N
残ろうと　　　　　思っているんだが
na：
ね。
M　waqze：　kaqzjobunega　na：
　　「すごぐ　　　・唐船が　　　　　　　　　　ね。
＄　ha：
　　はあ。
熟歴　joka　Zaq　ano　1：JQga　mle　oqc三　，秘：℃e
　　　よい　　　雑魚，　あのう　　魚が　　　　見えて；．いると　　署って
　
むe
え
　
ひ
：
えe
え
S
一77一
議
s
麗
＄
s
s
踊
＄
s
……… 求EN・ite「 EMk・k6S・kijareb・．m・Z・・’k・轡・．
　　　こう　　して　　　（餌買い人が）押し力牡て　来なされば，　’もう　雑魚は
　　　　　　ロ豊oreNS五
霞加ないし，
ha二i
はい。
ki帥k朗・g・w・h・N・・k・・a≒
気が　　　気では　　ありません　　　よ　　こら。　　　’．一
zjaiga　na：ataihaNdQm・重majaqd・N　k・ra　na：
そうだよ　　ね。　　私なんかも　　　　　　　今　　　だが　　1　こら　　　ね，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　148）
uNto　k三baq重e　圭te　c量qto　imaN　uci　tO圭ku　toi一ソ㍉
うんと　　頑張って　　　置いて　少し　　　　今の　　　うちに　　　　　　獲
潔腐齢実滅留書㌧
hai・m・9・t6．i　k’aN　mb　IN． 鰍≠msa　k・ra』na
はい，　思う　　様‘ご　　　いかないもの．　です　　．　こら　　　ね。　　・
ha：i
はあい。
zako・ga　dOqsai　aq　toka　hUfi　ega　zuga　na・’k　asli
雑魚が　　　　どっさり　　　ある　時は　　　船が　　　　　漁が　　　ないし，．．
h．・煽・k6・e：「崩1：・・母・τbk：ed・N・…．il・a…　t・k・1
ほんとに　　　　　　ね。．　比翼い人が　　　　　　おられない　　　時は，
ha：i
はあい。
d瑠溜eN　z総m◎憲£te～．’斗e5N戸sJぞr・．蟹a‘濫費
電oqno　kusefi圭　seqkakete　kite　na：
時の　　　　くせに　　　（餌買い人が）つめ掴ナて　来て，　　ね。
joka　nenO　su．q　tokl　tOfeNzl　ita：・
よい　　値が　　する「』．時　　　獲れないで　　　ね。
ha：i
はい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一78一一
M．∫　jaqpai　omo　goto　葦qmohaNde、　kora
　　　やはり　　　思う　　ように　　行きませんので。
Szjahiga　hoNni
　　そうです・　　　ほんとに。
Mciqto　kibaijaraNna　SumaN
　　少し　　　　精出されなければ　　　いけない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　149）　　　　　150）
Shai　ma　kONdoN　naqdoma　mata　Ra……siku：sike：
　　はい，　まあ　今度の　　　　凪なんかは　　また　　　ね，　　　　　　　　時化に
　　naikamo　・sireNdoNkaraN・ma　　tqgena：　sikezuja
　　　なるかも　　　知れないけれどg．　　　　まあ　　たいていの　　　時化までぽ
　　seNZ∫uroNmo　mada．W・aqkare．kibaraqdQci　omo一
　　船頭さんも　　　　　　まだ　　　若いから　．　頑張られると　　　　　思．
　　cjohig．a・
　　っていますが。　　　　　　　　　　　　　．．．』’∫
澱ha：i　kibaijaNsema：
　　　はあい．　1頂張りなさい　　　　　まあ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J5玉）
Swaga　koq，aqdemiNn：a：na，：｝toqt．eN　s．」◎：bai
　　自分の　　こと　　だから　　　みんな　　　　・　獲っての　　、商売
　　jare3a　Oma3a：neCjOqtaCi　iqseNgaCim．o　naraN一
　　　だから　　　　あんた。　　　寝ていたって　　　　　　一銭ほどにも　　　　　　ならない
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　SI　o　WLIgae・1　；
　　　し　ね，　自分の家に。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　152）
塾厘　naika　tarekUcja：　mazi：moNga　s量q　ohikao
　　　何か　　　　た淑．くち雑魚は　　　　まざりものが　　　　　して　　ますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　153）
Sl、も1．創製da．瑞aN．聖葦£、lamo：．．繋」a嬰贈1、a署呈
　　mig・qka・ak・・’；・a：　　　　　．tl　・．　．　．、，・
　　綺麗な　　　　雑魚　　 よ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．・
鷲、瓢まa」鏡；gan黙：　　　　　　　1’
Sh．a：‘i
　　　はあい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一79一
t．i　sogeN　joka
　　　そんな　　よい
　　ba　na：
　　ば　 ね。
S　ha：i　ageN
　　はあい，　　あんな
ka　taN　z．　．a　ka　．tr　oka　z　q．　koo　ba　tp－ijare　一’
　　　　　　　　　　　　　　　雑魚をぱ　　　・獲られ勲，型の 　雑魚， ∫よ．い
zako践ara
雑魚ならば，
M．耀β⑫ρ；き・tt．：a　Z・9弓・・qt・qd。N　n・：
　　，すごぐ　　よい　漁が　．」するん雌力玉．　ね・
S．・・m・．・i　o　k・t・qdρ，Nna：・9・！t・t・n・・am・・k◎・“’　d◎N
　　値も．いいんだ瞭ξ　，ね・あんな爾齢．．．もう　艘の
　　zakC・naNda　na　sa・mO：　zeNr・O　kOC葺a．　juw3Nci
　　繍なんか　’為それは・もう・．銭のてζとは．訪ない下・．、
　　Ileno　kocia　juwaNcl　miエ“　n　a　ed◎keN－slga　∫uo
　　値の　　　醸轄　　　　琶わないて　　　皆　　　　　餌買いの連中が　　　一言う’
　　　　　　　の　　9◎q　a19a
　　　よ　　だよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．「
M　newa．kirowaN　cute　Ba：
　　　イ離蜘わな．．．と．書・てね・　　．∫．．．、　．’　 　ll／
S　ba二i
　　遮画・・’　　、二．．1｝
M　gaqcui　waremo　saki　neql〈ara　wakeq　kure　cute
　　　ほんとに　　　我も　　　　先に　　　「全部　　　　　分1チて　　　ぐれ■　　と言って，
S　e　zjaNso：
　　え，’そうでしょう。
tsv’i，　i　」’　a　，r，e　．b　a．　fyT．e　g　aq　cui　Bi　ke　oqte　za　kok　eN　一s　i．　ry｝　e
　　言い謎禅・もう1・脚とに　2階‘’t’．いて　雑鰻・・三軸
　　kiga　kizja　naka　jona　hu　f’aqdo：
　　気が　　　気では　　　ない　　　ような　　様子　　だよ。
S　ha．：i　soidoNk．araN　sora　hokaN－sja　omaja　iq．p．o一一
　　　はい。　　そうだけれども　　　　　　　　　外の連中は　　　　あなた・．　（簿）1．
　　）ika，　nihoNka　toraqdo　ataiRaNdogaseka　hiqcja一
　　：本か　　　2本か　　　　獲られるよ。　　私なんどのさ髪．　　　　　　　　7　8
一80　一
．
1
CN
o
と
緊
　　　　154）
torela　mo・
獲れたので　　もう
waze：ka’na
すごい　　　　ね。’．
rvX　h　a：i
　　はあい。
＄　jokaqtato’utehikaqtar’orai
　　よかったよゆ　　　　．嬉しかったろうよs1’．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　155）
At2　e：　sora　rr7io　jol｛aqta　na：
　　ええ，　それは　もう　良かった　　　　ね，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］56）
S　seN　zj　uro　Nmo　jubewa　B　a：’：’
　　船頭さんも　　　　　　　昨晩は　　　　2Ro，
M　ma　・’ki　ba　i　jai　’　da　；’　eisi　ffo　to　n’a　：
　　まあ，　頑張んなさい。　　疲淑ない　　ように　　ねa
＄　jaqpai　mada　ciqta　cmketakaro（do）：N’，kabi　cume一
　　やはり　　　　まだ　　　少しは（海は）つめたかろうけ承ども，　　　　　　　　冷
・’@tal〈a　’koqnaNdo　iN　．iuq’oqt：aei　ka　｝」　ffeq　oqtacl
　たい‘　　ことなんど　　　　言って　∫ぴたって，　　1考えて1　　いたって，
s穏羅「≧alFi　k◎te　wai　轟a：
いけない　　ごとよ　　お前　　ね。 畠
M　‘一・・・・・・・…uNno　nakaN　kage｝N」mo　wailgaqdQde　Ba
　　　　　　海の　　　中の　　　　加濠も　　　　　悪いだろうよ　　　　ね。
S　ha：i
M　zakomo　tere　niak’etaNsodoN
　　　雑魚も　　　　獲れ　　　にくいのでしょうが。
S　’．i　as　itO　koiga　mata　uN　ff　a’　nj　uq　nd　or　eb　zi　”m　it’　a’　n　at
そうですよ。　これがね，　　　　　　海が　　　温まれば『
　　　　　　　　　　　　　　157）
anO　Za隻憩憩O　黛◎q舞a　Ju　nalsl　de：’n｝o
あのう　雑魚も　　　　機嫌が　　よく　なるし，　　そこで
　またゴ　　ね，
jaCl舞a玉‘
やっぱり
u敬a・珂uqm・raNn3慧；iN’Sit．藤齢deユaq・pa鷹
海が　　　温まらなければ，　　　1人聞まで　　　　　　　やっぱり
moha　t“　ft　a
ません　　　ね。
kora
　サ　　　　　　　　　　ココ　　の
’n3uqm◎玉　「
あたたまり
一　81・一
　　　　　　158）
｝直　ka黛om◎
　　　寵も
do・hikodeN　dekeq　ki．ta（le　na・
どれだけでも　　　　出来て　　　来たから　　　ね。
3’　ha：　ha：
　　はあ，　はあ。
M　zakowa　dohikodeN
　　　雑魚は　　　　どれだけでも
　　リ　　　　サ
tOljaq．t曾
獲られて
・」　qka　taq　doN　na；
いいんだけれども　　　ね。
S　ha：
　　はあ，
　りZ］aqto　 na：
そうです　　ね。
M　hai
　　はいe
S　mo：
　　もう
　　コ雄β｝
なる
mo　漁a
　　　のkOCja
ことは
ka　ff　opa　o
籠も
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
jaqpa1
やはり
雛孕Slta　 難a：
なりました・　ね。
hac．izigpoNbaqkai
　8　0本｝まカあり1こ　．
tw．　hai　mo：　hora　mata　．nikatoga　・atokara　kuqt．aqde
　　はV＞。．　　　　ほ激．　　また　　　新しいのが．　　あとから　　　来るんだから
na：
ね。
S　e：　e
　　ええ。
擁　ki爺umo　RaziqPONc董　kiq　oNde
　　　昨Hも　　　　何十本と　　　　　　来て　　いますからo
S　a：
　　はあ。
M　k　］’　uwa　mata　mukaNsi　mas　e・　soN　ka　gomo　hakoq　bj　a一
　　　今窺は　　　また　　　向江島へ　　　　　　　　その　　籠も　　　　　運ばなけ
s
raNna　surnaNdoN
れば　　　　いけないだが。
e：　bai　hai　sora．　rno：’一”’　kagQni－hazju　kakaN
ええ・　はい　　はい。　それ．は　　もう……　　擁に　　，　　駈を　　　　かかない
goto
ように
コ
1qpe
懸命に
kibaraNna　suN；nohaNffa
精出さなきゃあ　　いけないです。
rri’　8．2　一
ma　jaqto　jaNsGdoN　na．
まあ　　御苦労　　でしょうが　　　ね。
a19at◎冥owa・S三
ありがとうございます。
lcibai　．i　aNse
頑張なさしb
ha：i　hoirsara
はい。　　　それじゃ。
sa　jonara　da　re　］’　a　b」　na
　さようなら・　　　疲れなさるな。
hai　ma
はい6　まあ。
注
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わない。
（p　．9）
（，ge・10）
（p．11］
以下頻出する。
標準語的。
坂颪iと｝、う地区名。
直訳では「あなftは」である・念を押す意があり・　「ね」と意訳して2；恥とごろ。
oqtaja（いたら）が正しいと思う。
軍隊用語。
「貰い上げて」の嚢。
wa　igenosiwaの縮まった形。　siは「衆：」の雛りg・
形容詞の基本形を助詞「も」で結ぶと，強意を示す。
ff幽 ｢まちカSい。
なお自分の言葉を続けようとしたが相手の言葉でさえぎられ，文悪がととの
標準語。
so：が先行すべきだが，　zjaq捻rを自立語として使う。
rje：＞dsu：＞dzu
　　　　　　　　　　一一　8，　3．一
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lokaqtadoの設り。
言いまちがい。
言いさし。
言いまちがい。
意味なし。
「燃えている」の意◎
部落名。
標準i諏）ヂはい」に当たる。
あとに「しっかりし癒さい」と言おうとした。
慶応な感じだ。ju　ja　rea（言いなさると）のまちがいか。1
区長たる山中氏の愛称。
質（たち）の義。
応答調の下にmataが来たばあい。
sezunikara＞sexuikara＞se3ikara＞sesikara＞sekkara
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
hamecukuq（精出す）。
「衝いて」が原義。
「書って聞かせ申さんなら」の義
血いさし。
moiは「あたり・辺jの意。
morokeの濁音化。
「呉れやり賜わり瞭さんか」の義。
「であり居り申したよ」の義で，過去の習慣を表わす。．
これから前部と前の男性の話の後部とが重なる。
標準藷。
mu・Subi（約束・固め），　musubuは目的格。
（　i　ddzuimo　）
magolja一・maoija一のどれかであるべきだカ9あやまって一＄◎i～と
一〇i～とが重複。
〔p．27〕　juino：kiNの払いまちがい。
．（p．27）．標準語。
〔P．28〕　kijaqtaga（来ら泊たよ）でなければ変だ。
〔p．29〕　言いさし。
〔p．29）　「のしや．り申すまい」の義。「のす」は「塩える」意。
〔p．30〕　obaqsaNのようにきこえるが。
　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　8・4　一
47）
4，g）
49＞
50）
51＞
52）
53　）
54）
55）
56＞
57＞
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〔p．30〕　「近しくなって」の意。
（P。31〕　言いさし◎
〔p　．33）　imadoNnota：とありたい。
〔P．33〕　rjo：ri＞dT，　u：ri＞d5ui＞dzui（料理）。．醜に標準語形が出なので・・：方
音に直して発音したとζろ。
（p．34）
（p．34）
（p　．34）
（p　，34）
〔1）。34〕
（p　．35）
（p．35）
（p．36）
変，実にの意にも用いるが・
（P．36）
（P．37）
（P．37）
（p．37）
〔P。婆0〕・．
（p　．4　0）
〔P，4至）
（p．42）
（P・43）
（p．44｝
〔P、4の
（P　．4　5）
（p．46）
（P・47）
（p．48｝
（P・48）
（P・48）
（P・48）
（p．49）
（p．50）
意味なし。
「出かける」意の敬譲語。「罷る」に「躇す」のついた形。
－ta々まやや濁るo
uqは強意を示す接辞。
ごのようなばあいは単に念を押す。
「落ち着きやり申しつらう、」の義。
「申し上げ串す」の義。
「禍」に力語毘をっ1＋た形。おそろしい。すごいなどの意から，副詞として大
　　　　　　　　ここでは感動詞的。
繍で荒畠にあんだ袋で，野菜・芋類を入れる。
言いさし。
地名。
mo至は「あたり・辺」の意。
soidQNkar・aNがそうきこえるのだろうσ・
kozuq（杵でっき砕く）
「i置体」から来ている。
八再屋の仕入2・i、先である。
片浦に隣接する部落名。
標準語形。
「うろうろしておられない」という鶴葉を省略している。
ごこでは「売るとしたら」の意，
「言うて聞かするで」の謝ヒリ。
「大変よく売れるjの意o
eqkjaNsebaが薩限i方書として｝ま普し通。　　　　　’i：
「一生」から来た語。　　　　　　　　　　　　．∵、．
枕崎の卸間麗の名。　　　　　　　　　　　　・．　、．：tt．1．
「雷うて聞かせやった」の銚り。
aRo　tewa＞　abl・　ta
言いまちがい。
一85一
う
　
ぴ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
　
ラ
79
W0
W1
W2
W3
翌
W
5
8
6
8
7
路
）
　
）
9
　0
　
Q
り
蔑
」
　
）
　
、
　
）
1
　
2
　
3
　
4
9
　
9
　
9
　
Q
v
95）
96）
oJ7＞
98＞
99＞
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玉02）
〔P．51〕　言いまちがい。
〔p．5」〕　敬意を含む主格助詞。
〔P．51〕　敬意を含む主格助詞。
〔P。SD　　「下さらない」の意味でいう。
（P．5幻　 niziNbaとありたい。
〔p．52）　moN　zjaはたしかな根拠があっての推定表現。
（p．53〕　意味なし。
〔p．55）　「御覧なさい」が原義。
（p。55）　窺いまちがい。
（p．55〕　　「高くな㌃、」とル、う’心・持。
〔P．56）　震いまちがいかa
（P．56〕　対話をまだ続行するのかと言ったとζろ。
〔p．56〕　標準語。
（P。56）　あとに「伝えよう」の意が続くべきところ。
（P．57〕　「打ちかかれば」の義。
（p．57〕　一do：は一三。の濁音化、前‘こ標準語形が出たので，
直した。「下りもの」は鹿児島方面からくだって来た晶をいう。
〔P．57〕　　標準語：o
〔P．59〕　男女対’誕が重なる。
（p．60〕　a｛jaq（あり　なさる）がスムースに出ないで，
意譲的に：方言の弾帯に隷’、
とぎれた形になったもの。な
お「元気ニアル」という形をよろごぶ。geNkiの中に助詞「二」』は・とけ込んでいる。
　　　　o　　e　　o
（p．60）
（p．61］
（P．61）
（p．61］
（p．61）
1ca）　104）　Cp．61）
305＞
106）
107　）
108）
109）
110）
王11）
（P．　61　）
（p．61）
（P，62）
（p．62）
（p．62）
（P，’62）
（p．63）
古語「むかはりfi　」の設り。
「おじいさんと言われたい」が言外の意味。「
標準藷。
「きり焼くやら」の義・最初のk葦qは接頭辞。
「芸もない」からの音韻変化・意味変化。
　　このようなばあいの「又」は単に念を押す意，
cjutadeciの説り。　「と言ったからとて」の惹。
お金のこと。
どうしても「手紙を呉れない」の意。
kazumoとありたい。　tt
uzekeNnO又はuzekeN　noとありたい。
「迷惑だが」ぐらいの心持。
ffレ、まち力玉い。
一一
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〔P．64〕　kaは言いさし。
〔p、64〕　「来は成りはし申さんやらうjの義。
〔P．64）　「孫ができるのがすぐだ」の意。
〔p．64〕　cjoqは失敗しときの叫び。　simai（しま’う）の名詞形i‘　s　i・　meと一縮に・一・一・：
語のように使う。
〔P．67〕　ju：を尊敬体に言い直した。
〔p。67〕　kamiwaとありたい。
〔p．67〕　（　）は下の文意と結びつかない。話手はsもN』とかsoN　ma：とか∫aqpafと
かをしきりに挿入するので，訳をつけない方がよいことが多い。
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gaは書いまちがい。
いくぶん〔Da〕にきこえる。
弱い促音。
言いよどみ。無意味なことばが続く。
意味なし。
一no一は言いまちがい。
喪i服：をi速想したらしい。
意味なし。
意味なし。
幽いさし。
一gaは前のrmoの書い直し。
一Cが濁ったもの。
意味なし。
「感歎する」の意。
魚群が密でない。
酬いさし。
これは次の話と重なる。
「ね」と意訳してよい。
cjuの濁音化。
一so一がいくぶん濁る。
「泊める場所」の意。
baiは網を張ること。
大隅半農の港名。
三浦から近距離の大浦潟のこと。
魚群する。
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1彊）　〔p。77〕　散在している様。
翼5）　〔p．77）　生笹の中に入承た雑魚は半分以上も死ぬので，それを気遣っての闘いである。
．三46）ttt〔p．7　7．〕　雑魚が鰹の餌に適した大きさをいう。
三47）　〔P。77〕　「生厨籠の8分昌」の意。
148）　　〔p．78〕　雷いさし。
149）　・〔p。79〕　薩れるかも知れ，ない」ということばが続くとごろ。・．
150）．i、』〔P・79〕・．書し、まちカSV、o
151）　〔P．79〕　漁があってこそ商売は成り立つということ。
152）　〔P，？9〕　他の魚がまざること。鰯の小さい「たれくちj雑魚が鰹の鶴に最もよいが，他
153）
154）
ユ55）　ユ56）
157）
玉58）
の雑魚がまざると不適当なので，心配しての闘い。
〔P．79〕　llaN・”zjaがnaNnjaにきこえる。
〔p．81〕　ごこでは仮定の意味でなく既然の意卑
　　〔P．81〕　は対・話重なる。
〔P。81〕　goqは「御機簾」の嫌を略した形か。
〔p．82〕　生｛爵のための雛。
一88一
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